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歴史的居住地域における居住スタイルと住環境意識に関する研究

　　　　　　　一滋賀県坂田郡米原町醒井の場合一

第m　歴史的居住地域■ m.井における居住来歴からみた居住者特性

奈良女大生､活環境　○牧野　唯　今井範子

　【目的】地方における歴史的居住地域を対象として，居住者の現代的な生活の要求をふま

えた住環境整備のあり方を考える基礎的資料とするため，居住来歴に着目し，居住者特性
を明らかにすることを目的とする。

　【方法】旧宿場町滋賀県坂田郡米原町醒井を事例とし，留置法自記式の質問紙による悉皆

調査を行った。調査期間は1994年８月下旬で，有効回収票数は204,回収率は82%である。

　【結果】醒井の居住者を居住来歴からみることで，醒井内での居住地域，住宅の種類・所

有，就業先，通勤時間，家族構成による特性と性別による違いが明らかになった。世帯は

定住世帯，帰郷世帯，転入世帯に分類され，醒井出身の世帯主は約６割，定住世帯と転入

世帯が４割ずつ同じ割合で存在する。出身は醒井のある琵琶湖の東北部が多く, 9割が滋

賀県内出身である。定住世帯は旧街道沿いにみられ，世代同居が多い。帰郷世帯は住宅事

情や家業継承あるいは転勤による世代同居である。男性定住者には住宅の所有と長男の跡

取り意識，住み慣れていることが重視されている。帰郷者は進学や就職等で転出し，住宅

の所有と家の事情で帰郷している。転入者は醒井周辺からの移住や，養子に入り家業を継

ぐ者である。帰郷者，転入者ともに醒井での居住に満足している。一方，女性については，

定住者は50歳以上の高齢で，跡取りや住み慣れている者である。帰郷者は夫の転勤など家

の事情に影響されて転出入している。通婚圏はほぼ滋賀県内で，転入者は８割が結婚を機

に転入し，醒井での居住に不満を感じる者が30歳代に存在する。女性は醒井の生活に不便

である者が多く，特に余暇を過ごすような施設の充実を期待している。

2Ua－6 農村における高齢者の居住環境評価に関する研究

生命工学工業技研　○都築和代

【目的】高齢者の疾病・事故などでは、脳卒中や転倒による骨折が多く、これらの発生原

因としては、わが国の住宅構造や住まい方も影響している。特に農村地域においては伝統

的な間取りの研究等は多いが、これまで高齢者の居住環境に対する対策について講じられ

る事は少なく、過疎が進んだ農村地域で健康な生活を営むための環境整備は急務である。

　【方法】訪問調査を行って、住宅の見取り図を作成、段差・動線などの測定をするととも

に、住宅の改造・改善についての聞き取り調査を行った。また、先だって高齢者の健康状

態や居住環境設備などについての質問紙調査を行った。茨城県里美村の住宅20軒について

のデータを得た。

　【結果】住宅が都市部よりも比較的大きく、平面計画上の問題によって居室からトイレや

風呂への動線は長くなりがちで、段差も多い等の住宅構造上の問題があった。また、外ト

イレ・風呂の住宅も半数近くあった。住宅改造は築年数が古いものが多いので度々行われ

てはいるが、高齢者向けの改善は少なく、今後の改善希望は多かった。また、障害を持っ

た高齢者については、改善しようにも建具による間仕切が多く壁が少ないので手すりがっ

けられないといった問題点も挙げられた。トイレの寒さなど熱環境に対する問題は認識さ

れてはいるか、暖房器具の設置などの対応をしている住宅は非常に少なかった。
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